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地
域
や
関
係
者
が
連
携
し
、
内
陸

線
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
で

す
が
現
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

  

秋
田
県
お
よ
び
仙
北
市
の
機
能
合

体
組
織
と
し
て
、
角
館
駅
前
蔵
内

に
広
域
的
な
観
光
情
報
の
提
供
と

と
も
に
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
内
陸
線

お
よ
び
沿
線
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

  

近
年
、
国
内
外
の
観
光
客
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
台
湾
、
韓

国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
韓
国
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

地
と
し
て
当
地
域
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
や
海
外
へ
の
営
業
効
果
が
現

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

  

内
陸
線
は
全
線
開
業
以
来
、
駅
舎

の
管
理
や
除
雪
な
ど
は
地
域
住
民

に
よ
る
駅
愛
護
会
活
動
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

  

存
廃
問
題
が
浮
上
し
て
か
ら
は
、

内
陸
線
を
守
る
会
を
は
じ
め
支
援

団
体
が
数
団
体
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
と
内
陸
線
の
活
性

化
を
一
体
的
に
進
め
よ
う
と
仙
北

市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
内
陸
沿

線
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
議

が
設
立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
散
策
ル
ー
ト
の
構

築
、
食
や
伝
統
文
化
の
磨
き
上
げ

な
ど
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

仙北市・北秋田市合同特集

  

昨
年
２
月
、
会
社
、
秋
田
県
、
北
秋
田

市
及
び
仙
北
市
の
四
者
で
持
続
的
運
行

に
向
け
た
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
現
在
「
平
成
24
年
度
ま
で
に
経
常

損
失
２
億
円
以
内
」
の
目
標
に
向
け
た
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

一
方
で
、
こ
の
合
意
が
存
廃
問
題
に

一
段
落
し
た
感
を
生
み
、
存
続
運
動
に

沈
静
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
本
年
度
の
上
半
期
で
は
通
院
、

通
勤
、
買
物
な
ど
の
地
元
利
用
客
が
２

割
減
少
し
て
い
ま
す
。

  

内
陸
線
を
明
日
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、

地
元
の
積
極
的
な
利
活
用
を
基
礎
と
し

て
、
観
光
振
興
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
陸
線
の
近
況

  

内
陸
線
と
地
域
の

　 

活
性
化
に
向
け
て

Ｔ
・
Ｉ
・
Ｃ
（
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）
が
着
地
型
旅
行
を
推
進

海
外
観
光
客
が
大
幅
増
加

支
援
の
輪
が
拡
大

市
民
の
力
で

地
域
の
レ
ー
ル
を
守
っ
て
い
こ
う
！0
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昨
秋
、
田
沢
湖
～
角
館
～
西
木
～

阿
仁
マ
タ
ギ
間
の
内
陸
線
、
路
線

バ
ス
、
遊
覧
船
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

が
２
日
間
乗
り
放
題
（
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
１
回
）
と
い
う
、
県
内
初

の
周
遊
型
パ
ス
を
発
売
開
始
し
ま

し
た
。

  

周
遊
型
観
光
に
便
利
で
魅
力
あ
る

パ
ス
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
今
春
か
ら
は
、
大
手
旅
行

代
理
店
数
社
に
よ
り
全
国
発
売
も

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

昨
年
12
月
４
日
に
開
業
し
た
東
北

新
幹
線
青
森
延
伸
に
合
わ
せ
て
「
北

東
北
・
函
館
フ
リ
ー
乗
車
券
」
が

Ｊ
Ｒ
よ
り
発
売
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
フ
リ
ー
乗
車
券
の
中
に
内
陸

線
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、

周
遊
型
観
光
が
活
発
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

  
ま
た
、
秋
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

重
点
販
売
地
域(

ミ
ニ
Ｄ
Ｃ)

に
、

秋
田
県
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
商
業
・
観
光

の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
よ

り
重
要
と
な
り
ま
す
。

車
、
利
用
し
や
す
い
旅
行
商
品
造

成
な
ど
収
入
増
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
節
減
の
一
環
と
し

て
、
人
件
費
の
見
直
し
や
、
今
春

の
北
秋
田
市
４
高
校
統
合
（
鷹
巣
、

鷹
巣
農
林
、
合
川
、
米
内
沢
が
統

合
し
、
秋
田
北
鷹
高
校
）
に
伴
う

需
要
の
変
化
に
応
じ
た
、
効
率
的

な
ダ
イ
ヤ
へ
の
見
直
し
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

  

何
よ
り
も
、
内
陸
線
再
生
の
基
礎

と
な
る
の
は
地
域
住
民
の
皆
様
の

取
り
組
み
で
す
。

  

自
分
た
ち
の
鉄
道
だ
か
ら
自
分
た

ち
で
支
え
る
と
い
う
思
い
で
積
極

的
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
再
生
へ
の
道
に
な
り
ま
す
。

○補助金の条件
　秋田県内の町内会、自治会、子供会、婦人会、老人クラブ等に
　よる旅行
　内陸線の利用者が 10 人以上（実績）
○補助金
　運賃相当額の 1/2、片道 500 円／人が上限
　　　　　　　　　　　　　　　　　（往復利用の場合 1,000 円）
○期間　 ～ 平成２３年２月２８日まで
○交付申請書提出期限・手続き等 
　毎月末までに申請のあったものから順次交付決定を行います
○その他 
　申請が予算額を上回る場合は、予算の範囲内で調整することが
　あります。また、申請が予算額に達した時点で募集を終了します。
○お問合先 
　秋田県 建設交通政策課 交通政策班
　〒 010-8570 秋田市山王 4-1-1、6 Ｆ
　ＴＥＬ 018-860-1283　ＦＡＸ 018-860-3800
　ホームページ「Jango 鉄道」
　　　　　　　　http://common.pref.akita.lg.jp/jango/

 
４
遊
（
フ
ォ
ー
ユ
ー
）
パ
ス

が
全
国
発
売
へ

内
陸
線
を
含
む

Ｊ
Ｒ
フ
リ
ー
乗
車
券
の
発
売

会
社
の
収
益
増
加
と

経
費
節
減
対
策
へ
の

取
組
み

  

会
社
で
は
収
支
改
善
の
た
め
、
乗

車
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
企
画
列

 

今
こ
そ

　

地
域
の
支
え
が
必
要

「マイレールキャンペーン」
実 施 中

　

県
で
は
、
よ
り
多
く
内
陸
線
に

乗
車
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
内
陸
線

を
使
っ
て
旅
行
す
る
と
、
内
陸
線

運
賃
の
１
／
２
が
助
成
さ
れ
、
大

変
お
得
で
す
！
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
で
乗
ろ
う
内
陸
線

　
　
　
　

団
体
利
用
補
助
制
度


